
令和７年度 保育‣教育実践交流会ご案内 

 

「保育の質を高めることは保育教育施設の柱」と言われて異論をとなえる保育者は、おそらくおられないでしょ

う。では、保育の質を高めるとは何か、そのためには何をすべきなのでしょうか。その大切な一つとして、保育を

振り返り評価することがあげられます。また、常に子どもの目線に立って保育を創造していくための学びも不可欠

です。 

こうしたねらいで府内全域から参加された保育関係者が、実践から学び意見交換をする貴重な取り組みとして26

回まで続けられてきた大阪保育子育て人権研究集会は、今年度より「保育・教育実践交流会」と名称を変え、今日

の保育関係者の実情に合わせ方法も新たに開催することになりました。 

「虐待等不適切保育」も大きな課題となっている今日、子どもの人権尊重を柱に保育の質を高めていく実践につ

なげる研修交流の場として継続していく所存です。 

ご多忙な保育教育現場にあって、園から離れにくい平日開催ではありますが、趣旨をご理解いただき万障お繰り

合わせの上ご参加いただけると幸いです。 

 

1. 主 催 

北摂ブロック市町村(茨木市 豊中市 高槻市 吹田市 池田市 箕面市 

摂津市 島本町 豊能町 能勢町) 

大阪府 東大阪市 枚方市 八尾市 寝屋川市 

2. 日 時 

令和7年12月 23日(火)  13時 30分～17時(受付開始12時 30分) 

3. 内 容 

【第1部】 

実践からの気づき 

～人権保育は日々の保育の中に～ 

4市からの報告  ＜助言者＞ 卜田真一郎 氏 

【第2部】 

記念講演 

人権意識をアップデート 

一人一人が尊重される保育をつくるために 

＜講師＞ 汐見稔幸 氏 

(東京大学名誉教授・白梅学園大学名誉学長・一般社団法人家族 

保育デザイン研究所代表理事) 

4. 会 場 

ドーンセンター(大阪府男女共同参画・青少年センター) ホール(7階) 

5. 参加費 

無料 

6. 対 象 

大阪府内の保育教育施設、自治体など(大阪市・堺市を除く) 

7. 委託業者 

特定非営利活動法人ちゃいるどネット大阪 

8. 申込方法 

特定非営利活動法人ちゃいるどネット大阪のホームページからお願いします。 

講座申込フォーム 



【 第 1部 】 

実践からの気づき ～人権保育は日々の保育の中に～ 

＜報告市＞ 茨木市  池田市  箕面市  吹田市 

＜助言者＞ 卜田真一郎 氏 

(大阪常磐会大学 短期大学部教授) 

＜時 間＞ 13時 40分～15時 10分 

保育園、幼稚園、こども園など保育施設では遊び・生活を通して、子どもたちと楽し

い興味津々の経験を日々されていることでしょう。そのなかで  人権を大切にした保育

の視点をもつ”とはどういうことでしょうか。4市の報告と助言者のアドバイスから、

日々の保育と人権保育の関係について学びましょう。 
 

【 第 2部 】 

記念講演 

人権意識をアップデートへ 

一人一人が尊重される保育をつくるために 

＜講 師＞ 汐見稔幸 氏 

専門は教育学、教育人間学、保育学、育児学。初代イクメン。父親の育児参加を

呼びかけている「父子手帳」の著者。時おりダジャレを交えたわかりやすい語り口

の講演は定評がある。保育者による本音の交流雑誌『エデュカーレ』編集長や持続

可能性をキーワードとする保育者のための学びの場『ぐうたら村』の村長でもある。 

NHK E-テレ『すくすく子育て』などメディアへの出演多数。 

＜時 間＞ 15時 20分～16時 55分 

 

子どもの権利を謳った「子どもの権利条約」を日本が批准して 30年。こども家庭庁が一昨年こども基本法を策

定し、子どもが権利の主体者であること、乳幼児期の保育子育てが「はじめの 100 か月」としてもっとも重要で

あることについて、啓発やさまざまな施策が講じられるようになってきました。 

こうした中にあって、これまでも水面下で起こっていたであろうと思われる保育者、教育者の不適切な言動が社

会問題として取り上げられるようになっています。子どもへの暴力、幼くて何もわからないからと保育者の都合で

動かす、子どもの意見を聞かない、嫌がっている食事を無理やり口に入れる等々、家庭庁の実態把握のなかで明ら

かな人権侵害と言える保育の姿が浮かび上がってきました。 

こうした子どもへの人権侵害が起こる原因はどこにあるのでしょうか。無くしていくために自治体、保育施設は

何をしていくべきでしょうか。子どもの権利条約の4つの柱を乳幼児の姿と結びつけ理解するなかで、子どもの目

線に立って保育者の価値観や保育観を見直していきましょう。 

 

●ドーンセンター(大阪府男女共同参画・青少年センター)

 京阪「天満橋」駅下車。東口方面の改札から地下通路を 
通って1番出口より東へ徒歩約7分、約350m 

 Osaka Metro 谷町線「天満橋」駅下車。 
1番出口より東へ徒歩約7分、約350m 

 JR東西線「大阪城北詰」駅下車。2番出口より土佐堀通り 
沿いに西へ徒歩約10分、約550m 


